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要  旨 

新幹線は遠方の都市や地域を結ぶ重要な交通機関である。こうした都市や地域のつながり

の強化は経済活動の分布に大きな影響を与える可能性がある。本稿は、九州新幹線の部分開

業と全面開業というイベントに注目し、九州内の地域間の経済活動の分布がどのように影響

を受けたかを分析する。方法としては、ヘドニックアプローチを用い、difference-in-differences 

分析により、イベントの効果を推定する。分析の結果、新幹線の開業により、九州内の大き

な都市に経済活動が集積し、特にその中心部分で地価が上昇したことが分かった。一方で、

小さな都市からは経済活動が逃げてしまい。そこの地価は下落したことが分かった。 
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